
胃がんは
罹患（かかる）率１位
死亡数２位

胃がんのほとんどはピロリ菌によるものと言われています。ピロリ菌は乳幼児期に感染して持続的に胃粘膜
の炎症を起こし、胃炎、消化性潰瘍、胃がんの原因となります。できるだけ早い時期に除菌すれば将来の胃
がん予防になります。
既に自治体によっては、中学生、成人の方等を対象に除菌を行っております。保険診療にて検査を行うため
には、胃カメラを受けて萎縮性胃炎や潰瘍と診断されないとできません（潰瘍の場合は胃部Ｘ線でも可）。
胃の検査を受けられることをお勧めしますが、胃の検査なしでピロリ菌検査や除菌治療をご希望の方は
当院では自費診療により行っています。ご希望の方は受付までお問い合わせください。
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ＡＢＣ検診とは　血液検査で胃粘膜萎縮の指標となる「ペプシノゲン」と、「ピロリ菌抗体」を
　　　　　　　　同時に検査し、その結果により胃がんになる危険性を 3つの群（ＡＢＣ）に分
　　　　　　　　類して判定する検診です。
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